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研究の概要 

上肢による物品の操作に関する研究 

 

人は日常の生活において、さまざまな物品を上肢で操作しながら作業（日

常生活活動、家事、仕事、遊び、対人交流など）をおこなっている。しかし、

例えば、脳卒中により上肢が麻痺した場合には、麻痺側上肢で物品を操作す

る能力が低下したり失われたりするため、対象者が望む作業をおこなうこと

が困難となる。そのような場合、作業療法士は麻痺した上肢が実用手や補助

手となるよう、麻痺側の上肢機能訓練を実施している。本研究は、このよう

な上肢機能訓練プログラムのための基礎的知見を得るために、上肢がどのよ

うに物品を操作し、また操作される物品の運動特性を、赤外線反射マーカー

式３次元動作解析装置および画像データと IMU （IMU ：Inertial Measurement 

Unit）搭載ペグを用い、運動学的分析から明らかにする。具体的には以下の

内容を含む。 

１）手指の動きの解析方法の構築： 

３次元動作解析装置 Vicon で測定し分析する方法では、4 ㎜の赤外線反射

マーカーを用いた手指への設置方法、相対的関節角度算出のためのセグメン

トとその座標系の設定、測定するパラメータを検証する。 

MediaPipe Hands を活用した画像解析で分析する方法では、手のかたちと

手の動きを、画像解析ソフトを用い分析する手法を構築し、作業療法の臨床

での応用を目指す。 

２）実用手を目指すための手指の巧緻性の評価: 

手指の巧緻性向上を目的として用いられる「ペグ動作」について、ペグの

大きさや操作内容、操作速度などの条件を設定し、手の動きを検証するとと

もに、IMU ペグを用いて手の動きおよび操作物体の運動特性を運動学的に解

析し、巧緻性評価手法の構築を目指す。 

３）補助手を目指すための物品固定に必要な上肢機能： 

左右の上肢の協調性の観点から、種々の作業において通常非利き手が果た

す補助手としての機能「物品の固定」の際の上肢の運動学的分析、力の調節

能力の分析をおこなう。 

 

 
得られた基礎的知見から、上肢機能訓練の為のプログラムの構築、上肢機能のための評価と訓練機器の開発を目指す。 

運動学的分析方法の構築とともに、力の調節の測定および分析をおこなうにあたり、物品操作時の力の調節を測定するため

の、手指の先に直接に装着できる圧センサーや、利き手で書字動作をする際の非利き手の手指が個別に「押さえ」をおこなっ

ている時の、力の変化を捉えることができる圧センサー付きの平面ボードの開発を目指したい。これらを活用した上肢機能訓

練で用いられる評価や訓練機器を開発し、その実用化を目指す。 
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